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１．概要（Summary） 

細胞内に存在する細胞核やミトコンドリア等の細

胞内小器官は時空間変動をしている。そのダイナミク

スは、細胞運動や細胞分裂等の様々な細胞機能と密接

に関係していると考えられている。実験系において、

細胞内小器官の時空間挙動を測定する場合、細胞全体

の運動性を制限して測定する必要がある。そこで、本

研究では、細胞内小器官のダイナミクス計測に適した

細胞パターニング基板を作製し、細胞核運動の時間発

展を追跡した。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

電子ビーム描画装置 ELS-3700、両面マスクアライナ

MA-6、スパッタ  SPF-210H、EB 加熱・抵抗加熱蒸着

装置 EBX-8C 

・ 実験方法 

スパッタまたは EB 加熱抵抗加熱蒸着装置を用いて、

ガラス基板上に金・クロム蒸着膜を形成し、電子ビーム描

画装置により作製したマスク等を用いて、両面マスクアラ

イナおよびその後のエッチング処理によりマイクロパター

ン基板を作製した。作製したマイクロパターン基板は、多

数の細胞が独立に培養できるサイズになっており、細胞

の運動性を制限しながら、細胞内小器官の運動観察が可

能である。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

細胞の接着領域と形状が異なるマイクロパターン基板

を作製し、細胞の形状が長時間一定で、細胞計測に最適

なサイズを決定した。また、形状は、点対称の円形と線対

称の正方形を用いた。細胞には、マウス線維芽細胞を用

いた。本実験では、特に、細胞核の運動性に着目した計

測を中心に行った（Fig. 1）。その結果、細胞核の並進運

動が自由拡散運動から大きくずれること、また、その並進

運動が細胞骨格の１つであるアクチン繊維構造と密接に

関係していることを明らかにした。 

 

 

Fig. 1 Phase contrast image (left) and fluorescent 

image (right) of cell nucleus of cells cultured on 

developed micro-patterned substrate in 

physiological conditions. 
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